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ある。王名の変換についてはG. P. Verbrugghe and J. M. Wickersham, Brossos 





3 ）D. B. Redford, Pharaonic King-lists, Annals, and Day-books: a Contribution to 
the Study of the Egyptian Sense of History, Mississauga, 1986, pp. 335－336.
4 ）こうした区分も、王朝時代にその萌芽が確認できる。特に『エジプト史』とト
リノ王名表との類似点は、多くの研究者が指摘するところである。W. G. 
Waddell. Manetho, Cambridge, MA., 1940, p. xxii; A. H. Gardiner, Egypt of the 
Pharaohs, Oxford, 1961, pp. 47－48; Verbrugghe & Wickersham, op. cit., pp. 105





























5 ）J. Dillery は The First Egyptian Narrative History; Manetho and Greek 
Historiography, ZPE 127, 1999, pp. 93－116をはじめとする諸論文や、著書
Clio’s Other Sons, Berossus and Manetho, Michigan, 2015で、マネトンの『エジ
プト史』を包括的に扱う。またI. S. Moyer, Egypt and the Limits of Hellenism, 





（Cambridge Ancient History 3 rd ed, vol. 1, part. 
2 －vol. 6, Cambridge, 1971－1994）
時代区分 王朝区分 年代
初期王朝時代
第 1 王朝 前3100－前2890年
第 2 王朝 前2890－前2686年
古王国時代
第 3 王朝 前2686－前2613年
第 4 王朝 前2613－前2498年
第 5 王朝 前2494－前2345年
第 6 王朝 前2345－前2181年
第一中間期
第 7 王朝 前2181－前2173年
第 8 王朝 前2173－前2160年


















































6 ）A. B. Lloyd, Herodotus, BookII, Commentary 99－182, Boston, 1962, p. 16.
7 ）Hdt., 2, 99. 以下、ヘロドトス『歴史』の日本語訳は、松平千秋訳（ヘロドトス
『歴史』岩波書店、1971年）を使用する。ただし、王名については、本稿の表記
に統一させた。
8 ）Hdt., 2, 100; Lloydによれば、この王の人数は神官の語る初代の王ミンから、セ
トス（表②、No. 14）までの諸王の合計人数であるとする。D. Asheri, A. Lloyd, 





9 ）Hdt., 2, 101－102.
3
表②：ヘロドトス『歴史』登場エジプト王一覧
（D. Asheri, A. Lloyd, and A. Corcella, A Commentary on Herodotus Books I－IV, Oxford, 2011; Cambridge Ancient 
History, 3 rd ed, vol. 1, part. 2 －vol. 6, Cambridge, 1971－1994参照）


















4 102 セソーストリス モイリスの後の王
センウセレト 1 世（第12王朝、2 代目）/




5 111 ペロス セソストリスの息子
アメンエムハト 2 世か
（第12王朝、 3 代目）
6 112 プロテウス メンフィス出身 特定できず
7 121 ランプシニトス ラムセス（第19王朝/第20王朝）
8 124 ケオプス クフ（第 4 王朝、 2 代目） 50 ピラミッド建設
9 127 ケプレン ケオプス弟 カフラー（第 4 王朝、 4 代目） 56 ピラミッド建設
10 129 ミュケリノス ケオプス息子 メンカフラー（第 4 王朝、 6 代目） ピラミッド建設
11 136 アシュキス シェションク 1 世（第22王朝、初代）
12 137 アニュシス アニュシス出身 特定できず（第23王朝（?））
エチオピア王サバコ
ス（シャバカ）来攻
13 137 サバコス エチオピア出身 第25王朝、初代 50
夢の神託によりエジ
プト撤退












17 158 ネコス プサメティコス息子 ネコ 2 世（第26王朝、 3 代目）
紅海に運河開拓着手
→神託で中止




19 161 アプリエス プサンミス息子 （第26王朝、 5 代目） 25
キュレネでの大敗→
反乱































































































てクシュ王国の名が登場し始めるのもこの王の治世である 20）。W. C. 
14）A. D. Godleyはラメセス 2 世をセソーストリスのモデルとして挙げる。A. D. 
Godley, Herodotus, the Persian Wars, Book I－III, Cambridge, MA., 1926, p. 






15）A. Burton, Diodorus Siculus, Book I, A Commentary, Leiden, 1972, pp. 163－
165.
16）K. Sethe, Der Name Sesostris, ZAS 41, 1905, pp. 43－57. センウセレトのエジプ
ト語表記はS-n-wsrtであり、ここからセソーストリスへの表記の変換が推測され
ている。センウセレトは、「女神ウスレトWosretの息子」の意味である。Lloyd, 
op. cit., p. 18; Burton, op. cit., p. 166.
17）Burton, op. cit., p. 164; Asheri, Lloyd, & Corcella, op. cit., p. 313；Dilley, p. 93 et 
313.
表③：第12王朝王一覧









1 アメンエムハト 1 世 Sehetepibre － 1991－1962
2 セウンセレト 1 世 Kheperkare 10 1971－1928
3 アメンエムハト 2 世 Nubkaure 2 1929－1895
4 センウセレト 2 世 Khakheperre 3 1897－1878
5 センウセレト 3 世 Khahaure － 1878－1843
6 アメネムハト 3 世 Nymare － 1842－1797
7 アメンエムハト 4 世 Makherure － 1798－1790
8 ソベクネフェル（女王） Sobkkare － 1789－1786
7
Hayesによれば、続くアメンエムハト 2 世とセンウセレト 2 世の親子は、
対外遠征を行なっていない 21）。この親子は、先の二王によって獲得され
た領域を管理・運営し、これによって鉱山資源を開発することで、国内































（I. E. S. Edwards, The Early Dynastic Period in Egypt, Cambridge Ancient History, vol. 1, part. 2, 











Geeによれば、初代のアメンエムハト 1 世からアメンエムハト 4 世まで
の各王は、シナイ半島への遠征を行った 26）。その中でも、碑文史料から
名高いのは、アメンエムハト 1 世とセンウセレト 1 世の共同統治時代と、





－529頁；J. H. Breasted, Ancient Record of Egypt, vol. 1, Urbana and Chicago, 
1906, p. 228（§473）. W. C. Hayesによれば、この遠征は息子であるセンウセレ
ト 1 世との共同統治の最中に行われ、センウセレト 1 世も携わった。W. C. 
Hayes, The Middle Kingdom in Egypt, Internal History from the Rise of the 
Heracleopolitans to the Death of Ammenemes III, Cambridge Ancient History, 
vol. 1, part. 2, Cambridge, 1971, p. 497.
19）Breasted, op. cit., pp. 248－249（§512）
20）Hayes, op. cit., p. 499.
21）Ibid, p. 503.
22）アメンエムハト 2 世の鉱山資源の獲得についてはBreasted, op. cit., pp. 273－274
（§600－603）. また、アメンエムハト 2 世の治世末、センウセレト 2 世の共同統
治時代に第 3 ～第 4 カタラクトの間に位置するワワトの要塞に役人を派遣して
いる。Breasted, op. cit., p. 278（§616）.
23）Breasted, op. cit., pp. 293－294（§652）.
24）Ibid., pp. 294－297（§656－660）.
25）Ibid., pp. 295－296（§657）; A. B. Lloyd, Ancient Egypt, Oxford, 2014, p. 130.
26）J. Gee, Overlooked Evidence for Sesostris III’s Foreign Policy, Journal of the 
American Research Center in Egypt 44, 2008, pp.23－31.
27）アメンエムハト 1 世とセンウセレト 1 世の遠征については、Breasted, op. cit., p. 

































28）Breasted, op. cit., pp. 233－239（§490－496）; Gee, op. cit., p. 25; Gardiner, op. 
cit., pp. 130－131.
29）Breasted, op. cit., pp. 291－292（§647）
10 マネトンによるファラオ「セソーストリス」の位置づけ
混成して一人の人物とするかは意見が分かれるが、その中でも、しばし




















30）G. Callender, The Middle Kingdom Renaissance, The Oxford History of Ancien 
Egypt, Oxford, 2000, p. 164.
31）センウセレト 3 世のみとするのは、Waddell, op. cit., p. 66, n. 1. センウセレト 1
世とセンウセレト 3 世とするのは、Lloyd, Herodotus, BookII, Commentary 99
－182, p. 16; Butron, op. cit., p. 164; Verbtugghe & Wickersham, op. cit., p. 196;. 
また、Gardinerはセンウセレト 2 世とセンウセレト 3 世を併せセソーストリス
としている。Gardiner, op. cit., p. 439.
32）No. 6プロテウスについては、実在が疑問視されている。Lloyd, Herodotus, 
BookII, Commentary 99－182, p. 322.
33）「彼〔モイリス〕の建立に成る、ヘパイストス神殿北方の楼門は彼の治世を偲ば
せる不滅の記念碑であり、また湖を開鑿し（この湖の周囲が何スタディオンに
及ぶかは後に記す）、その湖中にピラミッドを建てた。」Hdt., 2, 101. アメンエム
ハト 3 世のハワラ・ピラミッドについては、ワディ・ハンママートの碑文に石
































34）A. B. Lloyd, Herodotus, BookII, Introduction, Boston, 1962, pp. 185－189.
35）藤縄、前掲書、169頁。


































































7 名と述べている。Waddell. op, cit., pp. 66－72（Fr. 34－36）；ディオスポリス
は、テーベやディオスポリスス・マグナとも呼ばれる。（現在のルクソール）
40）本来アルメニア版はアルメニア語表記であるが、本稿ではWaddellで使用される

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































42）第 2 王朝セソークリスはWaddell, op. cit., Fr. 8, 9、第27王朝アクタクセルクセー
スは、Ibid., Fr. 71, （a）.
43）第 1 王朝メネスはIbid., Fr. 7、第26王朝ネカオー（ 2 世）はIbid., Fr. 68, 69.
44）第 1 王朝アソーティスはIbid., Fr. 6, 7.
45）アスクレピオスについては、Ibid., pp. 40－45（Fr. 11－12）、オソルコーについ






























Ψαμμήτιχοςとして表記が一致している。Hdt., 2. 151; Waddell, op. cit., Fr. 68－69. 
また、同王朝ネコ（ 2 世）については、ヘロドトスがΝεκῶς（Hdt., 2. 158）、マ
ネトンがΝεχαώと表記し、アマシスについては、ヘロドトスがἌμασις（Hdt., 2. 
162）、マネトンがἌμοσιεと表記している。（マネトンの表記については全て
Waddell, op. cit., Fr. 68－69）
49）エジプトとギリシアの交流については、J. Boardman, The Greeks Overseas, 

















建設したという記述は、表③の 6 代目アメンエムハト 3 世によるハワラ
のピラミッド建設と同定することができる。つまり、マネトンは第12王
朝において、A. Gardinerの述べるように、初代のアメンエムハト 1 世
と 3 代目のアメンエムハト 2 世を混同している、もしくは、 3 代目のア
メンエムハト 2 世と 4 代目のセンウセレト 2 世を削除し、そこにアメン
エムハト 1 世を挿入してしまっている51）。以上から、マネトンのセソー
ストリスは、ヘロドトスの想定する王とおおよそ一致しており、センウ









51）Gardiner, op. cit., p. 130.































































53）C. Obsomer, Les campagnes de Sésostris dans Hérodote: essai d’interprétation 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































58）Burton. op. cit., pp. 163－164; K. S. Sacks, Diodorus Siculus and the First Century, 
Princeton, 1990, p. 75; F. Chamoux et P. Bertrac, Bibliothèque historique, 
Diodore de Sicile ; introduction générale, Livre 1, Paris, 1993, p. 206; Dillery, op. 
cit., p. 93 et 313.
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64）Redford, op. cit., p. 128.
65）アメンエムハト 1 世の出自については、Gardiner, op. cit., p. 126; Hayes, op. cit., 
p. 495; Lloyd, Ancient Egypt, p. 11.
26 マネトンによるファラオ「セソーストリス」の位置づけ
